
2025九州大学（前期）地理総合・地理探究 解答例 

 

 

〔１〕 

問１． 

人工堤防に囲まれた狭小な河道，河口部の海に飛び出した形状の三角州と広大な干潟，河

床下を通過している JR線の様子から，上流から運搬されてきた砂礫などが堆積することで

河床が高くなった天井川である。（95字） 

 

問２． 

砂礫の堆積で海底が浅くなった干潟を干拓して田として利用しており，道路と海水の侵入

を防ぐための堤防を兼ねた微高地とその内側の灌漑用水路に囲まれて，居住域とは分離さ

れて農地が規則的に区分されている。（97字） 

 

問３． 

第一次ベビーブーム世代である 65～74歳の年齢層と，その子供にあたる第二次ベビーブー

ム世代である 40～49 歳の年齢層の人口が多く高齢化が進むが，市内に大学･短期大学が立

地せず進学による流出が盛んになる一方で域外からの流入が起こりにくく，さらに全産業

の中で卸売業，小売業や情報通信業などの第三次産業の集積が比較的進まないため，大学

などへ進学する 20～24歳を中心とした若年層の人口が少なくなっている。(193字) 

 

 



2025九州大学（前期）地理総合・地理探究 解答例 

 

 

〔２〕 

問１． 

Ａ―ナイジェリア  Ｂ―セネガル  Ｃ―エチオピア  Ｄ―マダガスカル 

 

問２． 

ケープタウン付近は地中海性気候でブドウの生産に適し，夏季の乾燥した風で植物の病害

や農薬の使用を抑えることができる。また，大航海時代にヨーロッパとアジアの航路の中

継地となり，ヨーロッパからの移住者によってブドウ栽培とワイン製造の手法がもたらさ

れたことから，主に船員向けのワインの生産が盛んになった。（148字） 

 

問３． 

かつてヨーロッパ諸国が民族の分布を無視して境界を決めた植民地であり，その影響で独

立後も英語やフランス語などの旧宗主国の言語を公用語としている国が大半を占める。そ

のため，多言語かつ多民族である国では，自分たちの民族の言語だけでなく英語などのヨ

ーロッパ由来の言語や母語以外の民族語を話せる必要が出てくる。（150字） 

 

問４． 

参加国の経済的利益とともに中国の国際的な影響力を高めることを目的とした一帯一路構

想の一貫として，アフリカ諸国に交通や電力などのインフラ投資や，レアメタルなどの鉱

物資源の安定的な確保に向けた開発協力を行うことで，国際社会でアフリカ諸国の支持を

得ることや中国経済の成長を支えることを図っている。（145字） 

 


